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中国の広州やタイのバンコク、ベトナムのハノイ・ホーチミン市などに進出して
いる外資系（とりわけ日系）企業が地域内の関税低減などの利点を得るため、生
産・分業ネットワークの再構築を背景に、地域内の生産拠点の間の部品や中間財
の調達の需要の拡大により、物流・輸送サービスの需要が高まりつつあるからで
ある。
これを背景に、GMS全体にまたがる経済回路のバックボーンとなる道路・港
湾システムの整備が着実に進んできた。今までADBの援助資金の配分構造をみ
ると、1994年～2007年までの物的インフラの建設への援助額のシェアは8割以
上を占め、2008年～2012年までの同シェアは軽減したものの、7割以上を占め
た（表参照）。
その結果、上述の４つの経済回路を中心に、道路・港湾ネットワークの整備が
着実に進められてきた。1990年代から始まり、2000年代を経て、最近まで、中国
の雲南省と広西省、タイ、ラオス、カンボジア、ベトナムの国・地域には基幹道
路システムが大きく改善され、陸の物流サービスの展開の最低限の条件が整えら
れてきたとみられる（図1992年、2002年と2015年の道路ネットワークの比較を
参照）。

図１ 　 GMSの経済回路
資料） Amcham Vietnam (http://www.amchamvietnam.com)から引用
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表２ 　 GMS開発プログラムへの援助資金の配分

資料） 春日（ 2013） から引用。

図２ 　 1992、 2002、 2015年の GMS地域内道路システムの整備の比較
資料） ADBホームページから引用。
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実際に、2008年から日本の物流企業は、広州・ハノイ間（中越回路）、ハノ
イ・バンコク間（東西回路）、バンコク・ホーチミン間（南部回路）で、実験的
に運送サービスを提供し始めた。しかし、市場の規模や通関制度などの様々な問
題で、現段階でも道路システムがある程度整備されたにもかかわらず、国境を超
える物流サービスはまだまだ本格的に展開することが出来ない状況である。
吉田（2008）により、ジェトロの調査データ、民間データ、行政データ、ヒ
アリングなどの情報を基に、ハノイ・バンコク間、40フィートのコンテナーの
door to door（発荷主側工場から着荷主側工場まで）の空路、陸路と海路という
３つのルートの運送のそれぞれ所要コストと時間が推計された。その結果、運送
時間は、空路（29時間）：陸路（74時間）：海路（213時間）の順で、コストは海
路（2,910米ドル）：陸路（5,500米ドル）：空路（6,910米ドル）となった。さら
に、陸路の運送時間を、詳細に道路輸送、開庁待ち、通関などに分けると、実際
道路輸送時間の合計は、全体の72時間の内、約43時間しかない（図を参照）。
即ち、通関制度などの問題が改善されれば、陸路の輸送時間は、大幅に短縮する
ことが可能である。

以上の他、石田（2013）に指摘されたように、東西回路をはじめ、アセアン
メンバーにおける道路システムは、ある程度整備されていたが、中国と比べて、
道路の質についてまだ改善する余地がある。例えば、最近よく注目される東西回
路の場合でも、道路幅が狭い（2車線）区間やサービスエリアが整備されていな
いので、輸送サービスの質の向上やコスト削減などを制約してしまう。これらの
物的なインフラの問題に関わる原因の他に、現在のGMSでの物流サービスの市
場を制約するのが、国際輸送の需要がほとんど外資系企業（とりわけ日本の製造
メーカ）に限られ、またGMSに進出している企業も大部分は、タイのバンコク
周辺とベトナムのハノイとホーチミン市周辺に集中するので、需要の規模は限界

図３ 　 ハノ イ ・ バンコク間の陸路の運送時間の配分
資料） 吉田 (2009)から引用
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がある。現在、日系運送企業（数社）がハノイ・バンコク又はホーチミン・バン
コク間の定期便を提供しているが、片荷輸送（帰り荷がない）問題により、なか
なか便数を増やすことが出来ない状況である。

B. ソフト 面（ 通関制度など） の改善と 限界：
陸路の物流サービスのネットワークに関するソフト面は主に各国間の輸出入に
関わる通関制度と交通に関する法律である。一般に、国境貿易の場合、通関手続
きの二重チェックだけではなく、異国で異なる交通ルールや道路の標識、運転免
許などにより、外国の車両が使用できないので、運搬される荷物を積み替えなけ
ればならない（図を参照）。

現在、中国・ベトナム間や中国・ラオスなどの国境貿易は、こうした方式が採
用されているが、クロスボーダー交通インフラの不備（特にベトナムやラオス
側）により、輸送コストも時間もかかり、輸出入活動の円滑化にマイナスの影響
を及ぼしてしまう。
実際に、以前GMSのメンバーは、2カ国間で国際交通協定を結ぶこともあっ
た。例えば、タイとラオスの間の国際交通協定は1978年に結ばれ、2004年には
同協定が改正された。またはベトナムとラオスの間に1991年から国際交通協定
が締結され、同協定が2001年に改正された。他に、ラオスとカンボジアも2004
年に国際交通協定を結んだ。しかし、これらの協定はそれぞれ異なるレベルであ
り、相互に相手国の車両が自国で通行することを認める場合もあったが、いずれ
も規制が厳しく、国境貿易のネックをもたらす重要な要因であった。
上述の一般的な国際陸送方法のデメリットを省くため、GMSメンバーは通
関手続きの簡素化に向けた取り組みとして、GMS̶国際道路輸送協定（GMS 
Cross-Border Transport Agreement）が作成された。同協定は国際輸送の促進

図　 一般的な国境貿易の通関方法資料）

JIFFA (2012)から引用
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に関わる多様な局面を一つの文書にとりまとめた包括的な多国間制度であり、
その内容は主に、1）シングルウィンドウ・シングルストップ通関検査に関する
規定と、2）物（貨物）と人（旅客）の国際輸送に関する規定である。その対象
は、人（ビザ発給など）、通行権、通関の物的検査免除、預託金、護送、動植物
検疫要件、 商用交通権の交換要件、道路・橋梁設計基準、道路交通標識、信号等
の運輸交通基盤整備などの規定を含む（図を参照）。

ここでいうシングルウィンドウとは、国境での手続きか一つの窓口で完結する
ものであり、シングルストップとは、国境を越えるときに輸出国と輸入国で各々
行われる検査を共同で行い、1回で完結させる仕組みである。
本来通関手続きには様々な検査があり、例えば、物流に関して通関や品質検
査、検疫など、また車輌に関して登録、積載重量、車両保険も行われている。し
かも、最も面倒な問題は、各検査が輸出国と輸入国、2 箇所で同じ検査を行わな
ければならず、そのため、コスト及びリードタイムが倍増していることである。
シングルウィンドウ・シングルストップの仕組みを導入することが出来れば、国
境貿易の円滑化を一段改善することが可能となる。
現在、GMSの６各国はGMS・CBTAに加盟しているが、まだすべての内容を
すべてのメンバーから合意を得ることが出来ず、それぞれの国で推進された内容
が異なる。全地域でこの制度を完全に導入できるまで、まだ当分時間がかかると
想定できる。
しかし、1999年にビエンチャンでベトナム・タイ・ラオスは、三国間協定に
署名し、その後カンボジアが2001年に、中国が2002年に、最後にミャンマー
は、2003年に同協定に加盟した。
2009年から東西回廊に繋げられるベトナム・タイ・ラオスは、相互に商用と
非商用の車両の通行を認め合い、３カ国間、シングルウィンドウ・シングルス
トップの実現に向けてさらなる一歩を前進させた。現在、タイの車両もラオスを

図３ 　 GMS国際交通協定に含まれる各種法律・ 規定
資料） JIFFA (2012)から引用
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通って、ベトナムまで通行することが可能で、またベトナムの車両もラオス及び
タイを通行することも出来るようになった。このため、国際陸送は、国境でまだ
二重チェックされるが、荷物の積み替えの作業を省くことが出来るようになった。

３ ．  物流の発展と 地域経済活性化のための 
新しい提案

以上に述べたように、現時点まで、GMS開発プログラムはすでに20年以上
経って、地域内の国際物流ネットワークは、以前と比べれば道路・港湾、クロス
ボーダーインフラなどのハード面から見ても、また通関制度、国際交通協定など
のソフト面から見ても大きく改善されたものの、国際物流・貿易の活性化による
経済発展効果がまだまだ高められる余地がある。
今までの研究は、様々な問題に注目してGMSの国際物流・貿易のさらなる活
性化の可能と政策提言を提示してきた。例えば、石田（2013）は中国を除いて、
本格的に物流サービスを展開するため、タイの北部を含めベトナム、ラオス、
カンボジア、ミャンマーにおける道路ネットワークの質的な改善（道路幅の拡
大や路面の整備など）が必要であると指摘した。また、吉田（2009）はGMS・
CBTA（国際交通協定）や地域内の国境貿易に関する手続きの一元化（シングル
ウィンドウ、シングルストップ）の早期実現ができれば同地域内の国際物流・貿
易を一段と活性化させる効果があるが、各国の異なる経済制度や経済発展の格
差、また異なる伝統文化・言語、習慣などで、仮にこの協定は全てのメンバー国
に批准されても実際すぐに適用できるわけではない。例えばタイでは、税関職員
を他国に従事させることは、公務員法で禁止されているため自国内でしか行え
ず、実現に向けて困難な状況となっているとみられる。
他には、現在国際物流の需要はタイのバンコク周辺地域やベトナムのハノイと
ホーチミン市周辺地域に進出している外資系企業への過度依存の傾向があるの
で、整備された道路ネットワークはその間（特にラオス、中部ベトナムなど）の
地域の経済発展にとってまだ効果が発揮されていないという指摘もある。こうし
た外資系への依存を脱出するため、それぞれの地域における民間企業や裾野産業
（電子、電気、家電から機械、自動車までの様々な部品の製造）の振興が必要不
可欠だという主張及び政策提言も2000年代ごろからよく提示されている。 
確かに、これらの提言は極めて重要であり、実際に長い間様々な取り組みで試
みた。しかし、いかにすれば各経済回路の中間地域は自力で長期的な経済発展を
図ることができるかという課題は依然としてまだ残っている。 
GMS出身の立場から考えると、GMSの中の各経済回路の間にある農村地域は

ごく最近まで伝統的な農業社会がまだ多く残存しているので、急に工業化を進め
るのは限界があり、必ずしも賢い選択ではないであろう。むしろ、それぞれの
地域の伝統社会文化を維持しながら、もともと多様多彩な文化を観光資源とし
て、官民一体で観光産業を振興する選択の方が合理的である。GSM人口規模は
大きいが、細かくみれば、各経済回路の中間地域においては、人口密度がかなり
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低い。観光産業の振興により、同地域内で往来する人（観光客、移動住民）が増
えれば、あらゆる市場またはサービスへの需要が生まれてくる。この好循環によ
り、整備された道路システムの経済効果が発揮され、最終的に物流ネットワーク
の質的な発展に繋がると考えられる。
現在、GMSを訪ねる観光客数は少なくないが、大部分がタイに集中し、地域
内を回る観光客はほとんどない。こうした不均衡な分布を調整できれば、観光産
業の振興は同地域の経済発展の起爆剤になる可能性が十分ある。
ただし、いかにGMSの農村地域で観光産業を振興することができるかという
問題に答えるため、改めてそれぞれの地域にどのような観光資源あるいは観光資
源になりうる素材があるかという情報を把握する必要がある。これを残る課題と
して、次の研究で展開したい。

参考資料：

アジア開発銀行（2008）‘Strategy 2020 : The Long-Term Strategic Framework of the 
Asian Development Bank 2008-2020’　http://www.adb.org/documents/Policies/
Strategy2020/Strategy2020.pdf

JIFFA （2012） GMS CBTA（越境交通協定）関連資料 2014 協定、解説編）（http://
www.jiffa.or.jp/notice/entry-2151.html）

石田正美（2014）「ASEAN物流ネットワーク GMS経済回路の現状と展望」北陸環日
本海経済交流促進協議会・アジア経済研究所　編（2014）『ASEAN経済の動向と北陸
企業の適応戦略』（調査報告）

伊津野 範博（2013）「GMSにおけるラオス国の物流課題と今後の展望に関する一 考察、
神奈川大学（2013）『商経論叢』第 48巻、4号

大泉啓一郎（2008）「大メコン圏（GMS）開発プログラムと CLMV の発展 : 経済回廊
整備で広がる可能性と日本の役割」『環太平洋ビジネス情報 RIM』2008 Vol. 8 No. 30

春日尚雄（2013）「メコン地域開発とGMSプログラム」『亜細亜大学アジア研究所紀要』
第39号、2013年

損保ジャパン日本興亜（2010）「大メコン圏における物流事情」『物流ニュース』No.76

吉田 雄（2009）「改善が進む ASEAN物流ネットワーク」貿易トピック（ジェトロ徳
島貿易情報センター）
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李 鋼哲

アジア・ハイウェイと
地域統合
─その現状と課題

李 鋼哲
北陸大学未来創造学部教授

はじめに：「 北東アジア人」 と して

アニハセヨ。ニーハオ。コンニチハ。ズドラスビッチ。サエンバノ。これが今、
私が覚えた言語で、「こんにちは」という挨拶です。朝鮮語、中国語、日本語、
ロシア語、モンゴル語です。私は自分を「北東アジア人」と自己紹介します。北
東アジア人に成り切るために私はこれらの言葉を勉強してきました。私の夢は北
東アジアの言語をもっと勉強して全部マスターすることであります。
これから皆さんに夢の話をからめて私の報告をさせていただきます。
先ほど、韓国の李鎮奎先生から、「若い学生が来ているので、少し励ましてく

ださい」とのことでしたので、韓国の若い方々、日本の方々にどうやって夢を見
るのかという話を織り交ぜながらお話ししたいと思います。
私は今から 24年前に北京での大学の教員を辞め、夢に見ていた日本に来まし
た。夢に見たのとは異なり、来日してからは、大変厳しい環境で、アルバイトを
しながら 10 年間勉強し、それも私が中国で勉強した哲学や政治学と違う分野、
経済学と経営学の分野を勉強しました。中国ではマルクス主義や共産主義の理念
に基づいた学問を勉強しましたが、日本に行くとそれらの思想と決別すると思い、
それまで使っていた書籍を全部処分してしまいました。
しかし、日本の大学院に入ったら、皮肉なことに指導先生のゼミではレーニン
の「帝国主義論」とマルクスの「資本論」を勉強していました。懐かしいと思い
ながらも、私はアダム・スミスやケインズの経済学など西側の資本主義経済論を
勉強したかったのですが、日本で改めてマルクス主義政治経済論を勉強せざるを
得なくなりましたが、指導先生のゼミ以外では、近代経済学分野の勉強をしまし
た。
その後は、たまたま運良く、日本のシンクタウンである東京財団で研究員とな
り、北東アジア開発銀行（NEADB）をどうやって設立するのか、というフィー

ミ ニ報告
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ジビリティー・スタディの大型政策研究プロジェクトのコーディネーターとして
仕事をし、その研究成果を基に当時の小泉政権への『政策提言』をまとめ、内閣
府福田官房長官に面会（研究チームの代表と一緒に）し、政策ブリーフィングを
するという貴重な体験をする機会に恵まれました。
　その後も、日本の内閣府傘下のシンクタンクである総合研究開発機構（NIRA）
で主任研究員として採用されました。そこでは中国と韓国のシンクタウンとの共
同プロジェクトとして、「北東アジアのグランド・デザイン」など、北東アジア
の未来を考える政策研究に 3年間従事しました。私が「北東アジア人」として自
己意識を固めたのもその時期からでした。私はそれまでに 3カ国の言語と文化を
身につけることができ、何処の国に行っても違和感なく、自分の故郷のように人々
と交流ができたので、私はもはや一国や一民族に属するものではなく、北東アジ
ア諸国を自分の祖国や故郷として考え、その未来の発展と繁栄のために自分の人
生はあるものだ、という考え方になりつつあったのです。

アジア・ ハイウェイと は？

その延長線上で今日のご報告をさせていただきます。
安秉珉（アン・ビョンミン）先生とベトナムのド マン ホーン先生からは、詳

しく北東アジアの物流、GMSの設立に関して説明がありましたので、私は研究
報告というよりは、皆さんに分かりやすく、今、アジアでどんなことが起こって
いるのか、北東アジアと東南アジア、南アジア、中央アジア、西アジアまでつな
がる一つの「夢のプロジェクト」がどのように動いているかをお話しさせていた
だきます。
　私の報告テーマは「アジア・ハイウェイと地域統合」についてです。アジア・
ハイウェイとは何なのか？皆さんはご存じですか？
その前に、まず第二次世界大戦後に世界ではどのような夢のプロジェクトが

あったのかについて見てみたいと思います。最初に夢のプロジェクトとして、パ
ン・アメリカン・ハイウェイという構想が実は 1923 年に提案されました。南北
アメリカ大陸を一つの道路で結ぶという夢のプロジェクトでした（図 1を参照）。
今は、まだ全部は結ばれてはいませんが、NAFTA（北米自由貿易協定）の北米
では全部つながっています。将来的には全米大陸が一つの道路で繋がることにな
るでしょう。

欧州自動車道路というヨーロッパにおける国際的な道路網が 1947 年に国連
欧州経済委員会により提唱されております。ヨーロッパ・ハイウェイ、欧州道
路や国際E- ロードネットワークとも呼ばれます（図 2を参照）。 国境をまた
いで伸びており、ルートの決定は欧州経済委員会（United Nations Economic 
Commission for Europe 略称UNECE）によって行われています。路線番号の決
定は 1975 年の欧州経済委員会で定義され、1992 年の改正およびコーカサスを含
む中央アジア諸国への延伸が 2001 年に行われています。その後さまざまなマイ
ナーチェンジが行われて（2008 年）現在に至っています。
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図１ 　 パン・ アメ リ カン・ ハイウェイ概念図

図２ 　 国際欧州道路網（ International E-road network）
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そして、今度はアジアを見てみましょう。
アジアには「アジア・ハイウェイ」という夢のプロジェクトがあります。既

にご存じの方もいらっしゃると思いますが、地図３（p35）を見てください。
まず、アジア・ハイウェイは 1号線から 8号線まで決まっています。その 1

号線の出発点は東京日本橋です。東京から出発して北九州の博多までつながり、
そこから対馬海峡を通って（現在ではフェリーで渡りますが）、 山（韓国）に
渡ります。車や鉄道で朝鮮半島に渡るためには、先ほど安先生から報告があった
ように、海底トンネルを造るという構想もあり、後ほど紹介します。 山からソ
ウルまで繋がり、さらに板門店・開城付近の 38度線を越え、朝鮮（DPRK）の
平壌を経由して新義州まで、そこで鴨緑江を渡り、中国の丹東、瀋陽を経由して
北京から中国大陸を南下し、そこから国境を越え東南アジアのベトナム、ラオス、
カンボジア、タイのバンコクなどを経由します。そしてさらに西へバングラデシ
ュやパキスタンを経由してインドにつながり、そして西アジアへ入って終点はイ
スタンブール。イスタンブールまで行くとイスタンブール大橋を越えて、そのま
ま車で直接ヨーロッパ、パリなどに行けるという大きな構想です。これがアジア・
ハイウェイ 1号線ですが、その後、2号線から 8号線まで広がり、アジア全体の
道路網を構想するようになりました（図 3を参照）。

アジア・ ハイウェイ構想の成立過程

アジア・ハイウェイ構想は、どのような経緯でできたのかを簡単に説明します。
1959年、国連アジア極東委員会ECAFE（エカフェ）はアジア・ハイウェイ・プ
ロジェクト（AHP）事務局を設立しました。その後約 50年を経て、先ほどド マ
ン ホーン先生の報告にもあったとおり、二国間、多国間での乗り入れに関する二
国間、多国間協定の締結が進んでいます。その詳細は表 1をご覧ください。

表１ 　

ESCAPの設立および
アジア・ ハイウェイ構想の
進捗状況
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　ここでESCAP（国連アジア太平洋経済社会委員会、Nations Economic and 
Social Commission for Asia and the Pacific）を簡単に説明します。ESCAPの前
身ECAFEは、1947年に設立され本部はバンコクにあります。ECAFEは、その
後 1974 年に現在の名称ESCAPに変更されました。2010 年には、ESCAPの北
東アジア・東アジア事務局が韓国のインチョン（仁川）に設立されました。この
組織は国連機関としてアジア地域をどのように発展させるのかということをいろ
いろと考えているわけです。その中に先ほどのド先生の報告にあったGMS（拡
大メコン川サブリジョン）開発プロジェクトもこのESCAPが発案し推進してい
たのです。
　アジア・ハイウェイと名付けられた道路は、1号線から 8号線まで総計 14万キ
ロです。14万キロというのは、赤道を 3回り半くらいの距離です。これくらいの

図 3　 アジア・ ハイウェイ概念図
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膨大な道路を一つに結ぼうという夢のプロジェクトなのです。表 2は、各国で決
めたアジア・ハイウェイがそれぞれどれくらいの距離があるかを示したものです。
　アジア・ハイウェイの 1号線はAH1と言い、日本橋に道路標示があります（図
4を参照）。これが東京を起点として高速道路を結び、福岡、博多まで行きます。
そして、さらに 山、ソウル、平壌、北京、ハノイ、プノンペン、バンコク、ヤ
ンゴン、ダッカ、ニューデリー、そしてイスラマバード、カブール、テヘラン、
アンカラ、インスタンブールと全部つなげる構想になっています。これら全ての
関係国はすでに協定に署名しています。
　日本におけるハイウェイというのは、先ほども申し上げましたが、日本橋を起点
として、西に向かって8つの高速道路を経て福岡市に至るまでの区間であります。

山にわたり京 高速道路、清州－木川という所で全部つながっているので
す。これが韓国におけるアジア・ハイウェイです（図 5を参照）。右下には平壌
から開城という所まで高速道路でつながっています。

図４ 　 日本橋のアジア・ ハイ
ウェイ （ AH1） 始点標識

図 5　 韓国釜山のアジア・ ハイウェイ道路標識
（ 標識： 日本 -韓国 - インド - ト ルコ ）

表 2　 アジア・ ハイウェイ
の国別距離数（ 単位： ㎞）



© 2015 SGRA 37

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T
  

NO.
73

アジア・ ハイウェイと 地域統合－その現状と 課題－ 李 鋼哲

日韓海底ト ンネル構想

　それではアジア・ハイウェイと関連して「日韓海底トンネル」という夢の構想
について簡単に報告したいと思います。先ほどの報告と重なってしまいますが、
日韓海底トンネルについては、私がNIRAで仕事をしているとき、2005 年に「日
韓トンネル研究会」という民間研究機関と共同で研究会を開催し、専門家のお話
を伺ったことがあります。
　ここではまず構想の路線概要を簡単に紹介します。

日韓海底トンネル構想、３つの路線案（図 6を参照）：
A路線：唐津―壱岐―対馬の下島―韓国の巨済島（総距離 231 ㎞）
B路線：唐津―壱岐―対馬の下島―対馬の上島―韓国の巨済島（総距離 217 ㎞）
C路線：唐津―壱岐―対馬の下島―対馬の上島―韓国の 山（総距離 209 ㎞）

このトンネル構想では、現在のところ高速鉄道、高速道路、リニア・モーター・
カー（linear motorcar）など検討中です（図 7を参照）。福岡から 山までトン
ネル想定、高速道路約３時間 30分、高速鉄道（最高時速 350 ㎞）で約１時間 20分、
最高時速 700 ㎞のリニアー・モーター・カーでは約 40分、という試算があります。
３つの路線候補のなかで、C路線は技術的な問題で排除され、Aと B二つのル
ートが有力視されますが、予想される建設費用は約７兆円、建設期間は 10～ 15
年かかるという試算が出ております。

図 6　 日韓海底ト ンネル構想の路線案

図 7
日韓海底ト ンネル設計図

釜山

大韓海峡 対馬

対馬海峡 唐津

壱岐
巨済
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　この日韓海底トンネル構想が実現されると、京義線の復旧を想定した場合、日
本とヨーロッパ間に列車が走ることが可能になります。韓国高速鉄道（最高時速
300 ㎞）で走行した場合、博多― 山間は１時間、東京―ソウル間は約８時間、
さらにソウル―北京間にフル企画の高速鉄道が建設されると、東京―北京間は約
14時間かかるという試算になります。

日韓海底ト ンネル構想の経緯

この日韓海底トンネル構想というのは、実は戦前に旧日本鉄道省が提案をし
ています。ウィキペディア「日韓トンネル」項目には次のように紹介されています。
「九州と朝鮮半島を結ぶトンネルを掘る構想の原点は、1930 年代に立てられた

「大東亜縦貫鉄道構想」であった。これは当時日本領であった朝鮮半島の南端の
山府（現： 山）を起点とし、京城府（現：ソウル）を経て安東（現：丹東）
から当時の満州国領内へ入り、奉天（現：瀋陽）を経由して中華民国領内に入
り、北京、南京、桂林を経て、ハノイ、サイゴン（現：ホーチミン）、プノンペン、
バンコク、マレー半島を通りシンガポールに至る約 10,000kmの路線を建設する
構想であった。
さらに 1940 年代に東京－下関間を結ぶ弾丸列車計画が立てられた後、1942 年

には「東亜交通学会」が設立され、日本本土（内地）から壱岐、対馬を経て 山
へ至る海底トンネルを建設し、上記の大東亜縦貫鉄道と結んで東京－昭南（シン
ガポール）間を弾丸列車で結ぶ構想が立てられた。日本本土側の起点は下関、博
多、呼子（現：唐津市）などが考えられていた。なお、1942 年 4月に満鉄東京
支社調査室が作成した報告書「大東亜縦貫鉄道ニ就テ」では、日本側の起点を下
関としている。

図 8　 海底ト ンネルと 国際ハイウェイ構想図（ 韓国側、 2014-08-26）
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実現に向けて対馬や壱岐でボーリング調査などが実施されたが、これらの計
画は第二次世界大戦の激化と敗戦によりすべて頓挫した」と紹介されています。
当時は、東京でチケット 1枚買って、鉄道に乗って、そのままロンドンまで

行きましょう、という夢のあるプロジェクトとして提案されました。日本の敗戦
により、この構想は沈んでいました。
1981 年 11 月、韓国のソウルで、統一教会の教祖・文鮮明が、自ら主催する第

10回「科学の統一に関する国際会議」において、人類一家族実現の基盤にする
ために全世界を高速道路で結び、経済や文化交流を促進するとした「国際ハイウ
ェイ・プロジェクト」なるものを提唱しました。そして、その「国際ハイウェイ」
の最初の起点となるものとして、「日韓トンネル」の建設を提案しました。
1982 年２月、日本では「日韓トンネル調査事業委員会」発足、同年４月には「国

際ハイウェイ事業団」も設立。トンネル予想路線についての各種の探査や調査。
1986 年 10 月、「韓国国際ハイウェイ研究会」とその 山支部が発足、1992 年 3
月には「韓日トンネル技術研究会」も設立されました。
2000 年代：2000 年 10 月 20 日、ソウルでのASEM首脳会議の昼食会で、当

時の森喜朗元総理が金大中大統領に「日本と韓国をつなぐ海底トンネルを造ろう」
と提案。2002 年 9月 22 日から訪日した金大中大統領が、日韓海底トンネル建設
の構想を日本側に提唱することを検討している、と産経新聞（９月 20日）が伝
えました。
2003 年６月９日には、盧武鉉大統領は日本国会で演説し、「日本の青少年が東

京で列車に乗り、 山とソウルを経て北京まで修学旅行に行くのは、決して遠い
夢ではないはずです」と間接的に日韓トンネル構想を提案。
韓国交通研究院（KOTI）が、盧武鉉大統領の指示によって『日韓海底トンネ

ルの必要性に関する研究』調査報告書を 10月に政府に提出しました。同 12月に
私が同研究院を研究訪問したとき、この報告書と政策提言によると、海底トンネ
ルの経済的採算性を理由にフィージビリティーを否定したということを聞いてい
ます。
2009 年 12 月、韓国で李明博大統領より 2020 年までの国土開発基本構想が発

表され、日韓トンネルの研究が盛り込まれ、完成は最短で 2010 年より 30 年後
とされています。2011 年 1月、韓国国土海洋部は日韓海底トンネルの利便とコ
ストを比較の妥当性に関する韓国交通研究院の調査を受けて、経済性がないとの
結果を明らかにしました。
韓国政府の政策としては否定されてしまうのですが、実際に、いまこれにつ

いて動いているグループがあります。韓国の統一教会というグループが中心にな
り、資金を出して、試掘も日本の北九州と韓国で始めています。

日韓海底ト ンネルの最近の動き

昨年のソウル・ニュース（2014. 8. 27、キム・テウン記者）は、最近の日韓ト
ンネルの動きについて下記の通り報道しています。
「韓日海底トンネル対馬調査斜坑起工式が 9月 11 日午前 9時、対馬の厳原で
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開催される。国際ハイウェイ財団が主催する起工式は文鮮明（ムン・ソンミョン）・
韓鶴子（ハン・ハクチャ）世界平和統一家庭聨合総裁が提唱し民間次元で推進し
てきた平和プロジェクトである。対馬から韓国に向かって進む調査斜坑では今回
が初の起工式となる。1981 年 11 月 10 日、文鮮明総裁は、当時ソウル第 10回国
際科学統一会議（ICUS）において、ノーベル賞受賞者をはじめとする各分野の
学者ら 720 人が参加する中、“国際ハイウェイ・韓日トンネル構想” を提唱した。
中国から韓国を通じて日本に達するアジア圏大平和高速道路を建設し、全世

界に通じる自由権大平和高速道路を建設する。中国大陸から韓半島を縦断しトン
ネルや鉄橋で日本列島に連結して日本を縦断する自由が保証される国際平和高速
道路圏をいう。これが建設されれば、アジア 3国は文字通り、平和高速道路に連
結され一体化することができる。
今回の対馬起工式は宗教指導者らが集まって、韓日海底トンネル調査斜坑工

事の安全を祈る行事だ。3年前から対馬の韓国側海岸に斜坑基地の建設を始め約
100 万平方メートルの土地を用意した。この土地に幅 8メートル、長さ 2キロの
搬入路建設、1万 5000 平方メートルの斜坑用地の整備、ウィンチ設備用高台の
造成、調査斜坑の坑口の入口工事などを行っている。この斜坑はこれまで対馬の
西水道海底に分布する未固結層の調査用であり、韓日海底トンネルのパイロット・
トンネルにも活用する予定だ。斜坑基地用の土地は唐津、壱岐、対馬を合わせて
120 万平方メートル以上を確保された。唐津斜坑基地（20万平方メートル）、壱
岐（5万平方メートル）、対馬斜坑基地（100 万平方メートル）の各場所で、その
地域の人々の理解と協力を得ながら 20年、30年かけて購入された」という。

日韓自動車相互乗り 入れ可能に

　先ほど、GMSではタイ・ベトナム・ラオスで相互乗り入れできると報告があ
りましたが、日韓でも自動車の相互乗り入れが可能になっています。もちろん、
日本と韓国の間には対馬海峡があるので越えられませんが、フェリーであれば九
州から 山まで大体 4時間くらいで行けます。相互乗り入れで物流だけでなく人
の流れも生まれ、さまざまなことが動き始まっているのです。
2012 年 8月 28 日 の『読売新聞』の記事によりますと、日韓の間では自動車

相互乗り入れが実現されているのです。
　「2012 年の日中韓物流大臣会合の合意に基づき、日韓両政府が規制緩和して実
現した。日本と韓国の両政府は、１台のトラックに両国のナンバー・プレートを
取り付け、公道を相互に乗り入れで合意し、11月から実証実験を始める。
　第１弾は、日産自動車九州（福岡県）と、提携先の韓国・ルノー・サムスン自
動車（ 山）の両工場を往復する貨物便で、集荷した自動車部品を相手国に運ぶ。
貨物船のコンテナに荷物を積み替える作業が不要になるため、作業速度が向上、
経費削減。海外では、ダブル・ナンバー制度は、中国と香港の間などで導入事例。
実験では、例えば、福岡県の工場からダブル・ナンバーのトラックで積み荷を下
関港（山口県）まで運び、トラックごと貨物フェリーで 山港まで移動させる。
山港に到着後は、韓国の公道を走ってルノー・サムスンの工場まで届ける。
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アジア・ ハイウェイと 地域統合－その現状と 課題－ 李 鋼哲

　韓国から日本向けは主に商用車用の部品を、日本から韓国向けは乗用車用の高
機能部品をそれぞれ輸出する計画だ。日産の最新型商用車は約４割の部品が韓国
製。2014 年にはルノー・サムスンに日産ブランドの新車生産を委託する方針だ。
　ただ、領土問題を巡って日韓関係が悪化しており、実施を不安視する声もある」
と紹介されているのです。もし、朝鮮半島の南北和解が実現されれば、東京から
南北朝鮮経由で中国まで車を運転して行くことも可能になるでしょう。そのため
には、日朝関係正常化も進めなければなりません。

おわり にかえて

　私に与えられた報告時間は限られていますので、かなり省略しましたが、テー
マの地域統合との関係性については述べる時間がありませんでした。いずれ、ア
ジア・ハイウェイという夢のプロジェクトは実現されると信じていますし、それ
がアジアの地域統合に対して計り知れない経済的、政治的な効果をもたらすと思
われます。
　将来のことですが、10年くらい後に私は定年になりますが、定年退職したら
家内と二人で、東京から車に乗って、アジア大陸を横断して、またアジアのほと
んどの国を経由して、イスタンブールまで行き、さらにヨーロッパにてドライブ
旅行する、これが私の夢です（図 9を参照）。
この夢はすぐには実現できません。皆さんの努力も必要です。各国の政府の

努力も必要です。でも、今、EUが共同体になりEUのハイウェイが実現された
ように、いずれこの夢の構想は実現されることを確信しています。皆さん、一緒
に夢を見ましょう。

図 9　 アジア・ ハイウェイ 1号線の略図
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第 14回日韓アジア未来フォーラム・ 第 48回  SGRAフォーラム  「アジア経済のダイナミズム」─物流を中心に

講師略歴
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■ ド  マン  ホーン　DO MANH Hong
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National Economics University（ベトナム）経営学部卒業。
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ネージメント学群准教授。
専門分野：経済学、開発経済学、アジア経済。

■ 李鋼哲　 【リ コウテツ】　Kotetsu LI
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専任講師。91年来日。
立教大学院で経済学博士課程修了。東京財団、名古屋大学、
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